
児童生徒の母語がわか
る支援員の派遣

日本語指導が必要な児童生徒在籍校

学校における支援体制についての助言・調整

「特別の教育課程」による個別の指導計画の作成

支援員と支援方法を充実させるための助言・調整

日本語指導の担当教員・管理職・支援者・関連部署等
による連絡協議会の実施

日本語学級への通級による指導

【実施事業の概要】

連絡協議会において各担当の支
援方法・意識の共有・改善

児童生徒の母語がわかる支援派遣人
数
令和４年度 ５１人
令和５年度 ５４人
令和６年度 ８０人

【現状と今後の展開】
在籍校において、日本語適応指導員や母語がわかる支援員を派遣することで日本語指導が必要な児童生徒の多くに指導を実施すること

が出来た。また、双方向通訳デバイスの導入により、支援員の補助や保護者とのコミュニケーションを図ることで、さらにきめ細かな支
援を行うことが出来た。今後も蓄積されたノウハウを活用し、日本語指導の充実や支援体制の整備に取り組んでいく。

初期集中指導導入による日本語
能力の向上

令和7年度 公立学校における帰国・外国人児童生徒に対するきめ細かな支援事業
実施体制 （八王子市教育委員会）

双方向通訳デバイスを導
入し、児童生徒及び保護
者との対応に活用

・在籍校へ日本語巡回指導員及
び支援者を派遣し学校生活に
円滑に対応できるよう支援

・支援者・教員・関連部署によ
る連絡協議会を開催し、課題
や指導方法などの共有を図る

・双方向通訳デバイスを導入し、
指導補助や保護者との意思疎
通や学校情報の伝達に活用す
る

・市内の地域人材との連携を促
進

・成果を教育委員会HP等で公
表し学校間で共有する
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